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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成17年８月25日付をもって提出した第10期（自 平成16年６月１日 至 平成17年５月31日）の有価証券報告書の記載事項の

うち一部に訂正を要する箇所がありましたので、これを訂正するために有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

１ 業績等の概要 

(2）キャッシュ・フロー 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

(1）連結財務諸表 

④ 連結キャッシュ・フロー計算書 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。 

  

第一部【企業情報】 
  

第２【事業の状況】 
  

１【業績等の概要】 

(2）キャッシュ・フロー 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

（訂正前） 

 当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは前連結会計年度と比較して25億55百万円増加し、40億41百万円の

収入超過となりました。キャッシュ・フローの増加要因は、短期借入金の収支が前連結会計年度に比べ75百万円減少、社債

の発行による収入が４億82百万円減少、社債の償還による支出が１億５百万円増加した一方、タームローンを含め長期借入

れによる収入が８億87百万円増加、長期借入金の返済による支出が17億65百万円減少、そして平成17年４月のジャスダック

証券取引所への当社株式の上場に伴う公募増資による株式の発行により収入が５億65百万円増加したことによるものであり

ます。 

  

（訂正後） 

 当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは前連結会計年度と比較して25億55百万円増加し、40億41百万円の

収入超過となりました。キャッシュ・フローの増加要因は、短期借入金の収支が前連結会計年度に比べ75百万円減少、社債

の発行による収入が４億82百万円減少、社債の償還による支出が１億５百万円増加、長期借入金の返済による支出が31百万

円増加した一方、タームローンを含め長期借入れによる収入が26億85百万円増加、そして平成17年４月のジャスダック証券

取引所への当社株式の上場に伴う公募増資による株式の発行により収入が５億65百万円増加したことによるものでありま

す。 

  

 



第５【経理の状況】 
  

１【連結財務諸表等】 

(1）【連結財務諸表】 

④【連結キャッシュ・フロー計算書】 

（訂正前） 

  

 

    
前連結会計年度

（自 平成15年６月１日 
至 平成16年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成16年６月１日 
至 平成17年５月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 金額（千円） 

＜略＞   

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金等の預入による支出   △41,608 △51,115

定期預金等の払戻による収入   43,434 10,501

固定資産の取得による支出   △265,477 △237,299

固定資産の売却による収入   － 472

投資有価証券の取得による支出   △409,691 △100,901

投資有価証券の売却による収入   366,432 100,172

貸付けによる支出   △34,400 △58,800

貸付金の回収による収入   28,449 64,523

その他資産の増加（△）又は減少額   △6,871 90

投資活動によるキャッシュ・フロー   △319,732 △272,354

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増加又は減少（△）額   1,006,220 930,930

長期借入れによる収入   5,271,574 6,159,149

長期借入金の返済による支出   △5,514,482 △3,748,626

社債の発行による収入   581,109 98,250

社債の償還による支出   △55,000 △160,000

株式の発行による収入   196,672 762,182

財務活動によるキャッシュ・フロー   1,486,093 4,041,886

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加又は減少
（△）額 

  116,876 372,154

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高   310,484 427,360

Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 427,360 799,514

    



（訂正後） 

  

  

    
前連結会計年度

（自 平成15年６月１日 
至 平成16年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成16年６月１日 
至 平成17年５月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 金額（千円） 

＜略＞   

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金等の預入による支出   △41,608 △51,115

定期預金等の払戻による収入   43,434 10,501

固定資産の取得による支出   △265,477 △237,299

固定資産の売却による収入   － 472

投資有価証券の取得による支出   △409,691 △100,901

投資有価証券の売却による収入   366,432 100,172

貸付けによる支出   △26,500 △55,400

貸付金の回収による収入   20,549 61,123

その他資産の増加（△）又は減少額   △6,871 90

投資活動によるキャッシュ・フロー   △319,732 △272,354

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増加又は減少（△）額   1,006,220 930,930

長期借入れによる収入   2,155,000 4,840,300

長期借入金の返済による支出   △2,397,907 △2,429,776

社債の発行による収入   581,109 98,250

社債の償還による支出   △55,000 △160,000

株式の発行による収入   196,672 762,182

財務活動によるキャッシュ・フロー   1,486,093 4,041,886

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加又は減少
（△）額 

  116,876 372,154

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高   310,484 427,360

Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 427,360 799,514
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